
国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

ガバナンス改革関連

企画戦略本部（戦略推進会議）を設置

教育・研究・国際交流・人事から財務に至るまでの幅広い範囲に
またがる事項を相互に連携させつつ、迅速な意思決定を一元的
に行うため、平成30年度目処の設置を計画していた「企画戦略本
部」を平成28年4月に前倒して設置した。なお、この「企画戦略本
部」は平成29年4月以降もその役割に変更はないものの、戦略を

統括する機関であることを明確に示すため、名称を「戦略統括会
議」に変更することを決定した。

外国人受入のための環境整備
英語Webサイト、専用メールアドレス、問合せフォームを開設し、人事

関連の英語相談窓口（学内限定）を立ち上げ、事務手続等に関する
英語での問合せに対応する体制を整備するとともに、窓口について
学内周知を行った。

教育改革関連

新教育システムの開始

世界トップスクールとしての教育システムを構築することを目指し、学部と大学院が一体となって教育を行う
「学院」（ 3学部・6研究科を6学院に統合・再編 ）の導入をはじめとする新教育システムを平成28年4月に
開始した。

〈人事関連英語相談窓口ページ 〉

FD研修の実施

・クイーンズランド大学による「英語による教授法（基礎編）」等をはじ
めとする各種FD研修を実施した。

・海外大学の動向と共に今後の教授学習支援の姿をともに考えること
を目的として、KeynoteスピーカーとしてUCバークレーから教員を招
待し、平成28年11月1日に教育革新シンポジウムを開催し、学内外か
ら100名近い大学関係者が参加した。

学生交流プログラムの拡充

• サマープログラムに加えて、新たにウインタープログラムを実施す
ることにより、東アジア・北米・ヨーロッパおよびオセアニア地域の
トップレベルの大学より積極的に留学生を受け入れた。

• 超短期派遣プログラムを10か国にて継続実施すると共に、ジョー

ジア工科大学（米国）との共同によるリーダーシップ研修プログラ
ムを実施した。また、本学の協定校等において開催されているサ
マープログラム、語学プログラム等に参加する学生のための単位
付与、奨学金支給の制度を整備した。

• 平成29年度より、これまで学士課程学生のみを対象としていたグ

ローバル理工人育成コースを修士課程学生にまで対象を広げる
ため、本コースの継続実施と共に、コースの改編について制度を
整えた。

取組内容の進捗状況（平成２８年度） 【東京工業大学】

〈教育革新シンポジウム〉

〈 ジョージア工科大学リーダーシップ研修
プログラムの様子 〉

〈 戦略統括会議による一元的ガバナンス体制 〉



■ 国際的評価の向上につながる取組

■ 自由記述欄

「東工大2030年ビジョン」ワークショップ

構成員が将来の東工大像とその実現に向けたアクションプランを共
有するため、「独自の強み・特徴」「2030年に提供する社会的価値」
「2030年に世の中でどのような大学と呼ばれているか」をテーマに

教員・職員・学生の立場を越えた対話型のワークショップを世代別
（シニア・中堅・若手）に実施し、ワークショップを踏まえて「ステートメ
ント」を策定した。

〈 「東工大2030年ビジョン」ワークショップの様子 〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

国際的認証評価検討WG発足
•教育に係る企画立案組織である「教育推進室」の下に「国際的認証評価WG」を設置し、全学院、リベラル
ア－ツ研究教育院及び教育革新センタ－の教員をメンバ－としたWGを開催した。
•JABEE-日工教共催「国際的に通用する技術者教育ワ－クショップシリ－ズ第9回」に教員5名が参加した。

〈 学長裁量スペース 〉

【海外の大学との連携の実績】
•平成28年11月4日、インペリアル・カレッジ・ロンドン-東工大合同ワークショップ「バイオサイエン
スとテクノロジーの融合」を開催し、両大学より、生命化学、遺伝子工学、脳科学、認知神経科学、
データサイエンス等の分野を専門とする教員、研究者、学生、職員が参加した。
•平成28年11月17日・11月18日、「第2回南洋理工大学-東工大合同ワークショップ」を東工大で
開催し、両大学のロボティクス、水素エネルギー、分離化学、分子化学、水資源、医工学の6分
野の教員・研究者が集い、参加者間のネットワークを拡げるとともに、具体的な教育研究連携に
ついて意見を交わした。

〈インペリアル・カレッジ・ロンドン-東工大合同ワークショップ
参加学生等によるポスターセッション〉

【東京工業大学】

〈第2回南洋理工大学-東工大合同ワークショップ〉

全学的な資源管理
•平成27年度より教員人事ポストを全学で管理し，従来の「学長裁量ポスト」に加え，新たに教員選考の許
可を出したポストについても「学長裁量ポスト」としている。その結果、前年度94ポストから160ポストに増
加し、全体の15％となった。

•さらなる大学改革推進のため、全学の予算見直しを実施した上で予算編成方針を決定し、「学長裁量経
費」を前年度の4.0％から、4.25%相当に拡充した。
•平成28年度からの教育研究組織の改革に伴い研究拠点組織が使用している
スペースを「学長裁量スペース」として位置づける等の取組みにより、「学長裁量
スペース」を平成27年度末の866単位から平成29年3月現在1,326.5単位まで
増加させた。
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